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令和 5年度全国学力・学習状況調査の結果について 

平均正答率 
廿日市中 広島県平均 全国平均 

７5% 70％ 69.8％ 

国語 

  国語については、平均正答率が 75.0％で、全領域と２観点いずれも県平均、全国平均よりも高い。問題形式

についても、「選択式」「短答式」「記述式」すべてにおいて、同様に高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重点課題】 

○インターネットの記事を読んで気付いた点として適切なものを選択する設問（（設問１二）正答率 64.9％（県

65.4％、全国 65.1％））で、複数の情報がどういう関係なのかということについて理解することに課題があ

る。 

○漢字を書く（おし測って）設問（（設問３二）正答率 50.6％）で、文脈に即して漢字を正しく書くことに課題が

ある。 

○レポートの下書きの一部について、文の一部を直す意図として適切なものを選択する設問（（設問３一）正答

率 56.5％）で、叙述の仕方を確かめて文章を整えることに課題がある。 

【授業改善】 

○説明的文章の読み取りを通して、意見と根拠、事実と考えなど、情報と情報との関係を意識させる。 

○同音異義語や同訓異字を取り上げ、例文を作成させるなどして、文脈から判断する力を養う。 

○複数の文を取り上げ比較させるなどして、叙述の仕方によって、相手の受け取り方が異なることを確かめさせ

る。 

【正答率上位 2問】 

□「落胆する」の意味として適切なものを選択す

る。（設問２一）93.5％（県 90.9％） 

□インタビューの前に準備したメモについて説明

したものとして適切なものを選択する。（設問

１一）89.0％（県 88.3％） 

【正答率下位 2問】 

□漢字を書く。（おし測って）（設問３二）50.6％ 

（県 52.4％） 

□レポートの下書きの一部について、文の一部を

直す意図として適切なものを選択する。（設問

３一）56.5％（県 52.4％） 
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国 語  正答率下位２問についての詳細 

■【設問３ 二】５０．６％（広島県４０．１％） 

＜問題の概要＞ 

漢字を書く。 「おし量って考える」 

＜出題の趣旨＞ 

文脈に即して漢字を正しく書くことができるかどうかをみる。 

＜学習指導要領における内容＞ 

〔第２学年〕 知識及び技能 

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項 《漢字》 

ウ 第１学年までに学習した常用漢字に加え、その他の常用漢字のうち 350字程度から 450字程度までの

漢字を読むこと。また、学年別漢字配当表に示されている漢字を書き、文や文章の中で使うこと。  
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＜解答類型＞ 

類型 正誤 解答の内容 反応率 

１ ◎正答 「推（し）」と解答しているもの ５０．６ 

２ 誤答 上記以外の回答 ４３．５ 

０ 無回答  ５．８ 

◆ 「推（し）」という漢字を正しく書くことができている生徒は約半数である一方、正しく書けていない又は無解

答だった生徒も約半数おり、文脈に即して漢字で正しく書くことに課題があります。ちなみに、「推」は、小学校

第６学年の配当漢字です。 

◆ 誤答の多くは、「押」という解答で、このように解答した生徒は、「推し量る」という言葉になじみがないなど、

文脈に即して「おし」の意味を捉えることができず、同じ訓をもつ「押」と書いたものと考えられます。 

◆ 漢字の書きについては、字体、字形、音訓、意味や用法などの知識を習得させるとともに、実際に書く活動を

通して、漢字を正しく用いる態度と習慣とを養うことができるよう学習指導を工夫します。 

◆ 漢字の書きについては、小学校学習指導要領にある学年別漢字配当表に示されている漢字 1、026 字に

ついて、中学校修了までに文や文章の中で使い慣れる必要があります。そのため、国語科だけでなく、他教科

等の学習や日常の活動（やり取り帳や行事等の感想など）の中でも漢字の書きについて意識させていきます。 

◆ １人１台タブレット端末等で文字を入力する際には、適切な漢字を選択することができるよう、漢字に変換す

る際には意味を確認したり、必要に応じて辞書を引いたりすることができるよう習慣付けをします。 

＜内容の系統性＞ 

言葉の特徴や使い方に関する事項《漢字》 

小学校 第１・２学年 小学校 第３・４学年 小学校 第５・６学年 第１学年 第２学年 第３学年 

エ 第１学年にお

いては、別表の

学年別漢字配

当表（以下「学

年別漢字配当

表」という。）の

第１学年に配当

されている漢字

を読み、漸次書

き、文や文章の

中で使うこと。

第２学年におい

ては、学年別漢

字配当表の第２

学年までに配当

されている漢字

を読むこと。ま

た、第１学年に

配当されている

漢字を書き、文

や文章の中で

使うとともに、第

２学年に配当さ

れている漢字を

漸次書き、文や

文章の中で使う

こと。 

エ 第３学年及び

第４学年の各学

年においては、

学年別漢字配

当表の当該学

年までに配当さ

れている漢字を

読むこと。また、

当該学年の前

の学年までに配

当されている漢

字を書き、文や

文章の中で使う

とともに、当該

学年に配当され

ている漢字を漸

次書き、文や文

章の中で使うこ

と。 

エ 第５学年及び

第６学年の各学

年においては、

学年別漢字配

当表の当該学

年までに配当さ

れている漢字を

読むこと。また、

当該学年の前

の学年までに配

当されている漢

字を書き、文や

文章の中で使う

とともに、当該

学年に配当され

ている漢字を漸

次書き、文や文

章の中で使うこ

と。 

イ 小学校学習指

導要領第２章第

１節国語の学年

別漢字配当表

（以下「学年別

漢字配当表」と

いう。）に示され

ている漢字に加

え、その他の常

用漢字のうち 

300 字程度か

ら  400 字程

度までの漢字を

読むこと。また、

学年別漢字配

当表の漢字のう

ち  900 字程

度の漢字を書

き、文や文章の

中で使うこと。 

ウ  第１学年まで

に学習した常用

漢字に加え、そ

の他の常用漢

字のうち  350 

字 程 度 か ら 

450 字程度ま

での漢字を読む

こと。また、学年

別漢字配当表

に示されている

漢字を書き、文

や文章の中で

使うこと。 

ア  第２学年まで

に学習した常用

漢字に加え、そ

の他の常用漢

字の大体を読む

こと。また、学年

別漢字配当表

に示されている

漢字について、

文や文章の中

で使い慣れるこ

と。 
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＜教科書との関連＞※光村図書出版 

学年 単元 他教科との関連 

第１学年 

1 学びを ひらく 
漢字 1 漢字の組み立てと部首  

漢字に親しもう 1  

2 新しい 視点で 漢字に親しもう 2  

4 心の動き 漢字 2 漢字の音訓  

5 筋道を 立てて 漢字に親しもう 3  

7 価値を 見いだす 漢字に親しもう 4  

8 自分を 見つめる 

漢字に親しもう 5  

漢字 3 漢字の成り立ち  

漢字に親しもう 6  

第２学年 

1 広がる 学びへ 
漢字 1 熟語の構成  

漢字に親しもう 1  

2 多様な 視点から 漢字に親しもう 2  

4 人間の きずな 
漢字 2 同じ訓・同じ音をもつ漢字  

漢字に親しもう 3  

5 論理を 捉えて 漢字に親しもう 4  

7 価値を 語る 漢字に親しもう 5  

8 表現を 見つめる 
漢字に親しもう 6  

漢字 3 送り仮名  

第３学年 

1 深まる 学びへ 
漢字 1 熟語の読み方  

漢字に親しもう 1  

2 視野を 広げて 漢字に親しもう 2  

4 状況の中で 
漢字 2 漢字の造語力  

漢字に親しもう 3  

5 自らの 考えを 漢字に親しもう 4  

7 価値を 生み出す 
漢字 3 漢字のまとめ  

漢字に親しもう 5  

8 未来へ 向かって 漢字に親しもう 6  

 

■【設問３ 一】56.5％（広島県５２．４％） 

＜問題の概要＞ 

レポートの下書きの一部について、文の一部を直す意図として適切なものを選択する。 

＜出題の趣旨＞ 

読み手の立場に立って、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることができるかどうかをみる。 

＜学習指導要領における内容＞ 

〔第１学年〕 思考力、判断力、表現力等 

 Ｂ 書くこと 《推敲》 

エ 読み手の立場に立って、表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えること。 

＜解答類型＞ 

類型 正誤 解答の内容 反応率 

１ 誤答 1 と解答しているもの ３．２ 

２ 誤答 ２ と解答しているもの １３．６ 

３ 誤答 ３ と解答しているもの ２５．３ 

４ ◎正答 ４ と解答しているもの ５６．５ 

５ 誤答 上記以外の回答 ０．０ 

０ 無回答  １．３ 
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◆ 正答した生徒は、読み手の立場に立って、語句の用法や叙述の仕方を確かめて、文章を整えることができて

います。「もち」を「もったため」に直すことにより、「ため」の前後で述べている事柄の関係が、原因・理由とそ

の結果であることが明確になることを捉えています。 

◆ 最も誤答が多かった【解答類型３】を含め【解答類型１～３】を選んだ生徒は、読み手の立場に立って、語句

の用法や叙述の仕方を確かめて、文章を整えることに課題があります。「もち」を「もったため」に直すことによ

り、「ため」の前後の関係が「原因と結果」の関係になることを十分に理解しておらず、どのようなことを明確

にしようとしたのかという推敲の意図を捉えることができなかったものと考えられます。 

◆ 書いた文章を推敲する際には、伝えようとすることが伝わるように、読み手の立場に立って、表記や語句の用

法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えることができるように学習指導を工夫します。 

◆ 推敲する前と後の文章を比較し、書き換えた理由や意図を説明する学習活動を取り入れ、叙述の仕方など

を直したことで、伝えようとすることが十分に書き表されているかなどを、読み手の立場に立って確かめたりし

ます。 

＜内容の系統性＞ 

Ｂ 書くこと 《推敲》 

小学校 第１・２学年 小学校 第３・４学年 小学校 第５・６学年 第１学年 第２学年 第３学年 

エ 文章を読み返

す習慣を付ける

とともに、間違

いを正したり、

語と語や文と文

との続き方を確

かめたりするこ

と。 

エ 間違いを正し

たり、相手や目

的を意識した表

現になっている

かを確かめたり

して、文や文章

を整えること。 

オ 文章全体の構

成や書き表し方

などに着目し

て、文や文章を

整えること。 

エ 読み手の立場

に立って、表記

や語句の用法、

叙述の仕方な

どを確かめて、

文章を整えるこ

と。 

エ 読み手の立場

に立って、表現

の効果などを確

かめて、文章を

整えること。 

エ 目的や意図に

応じた表現にな

っているかなど

を確かめて、文

章全体を整える

こと。 

＜教科書との関連＞※光村図書出版 

学年 単元 他教科との関連 

第１学年 4 心の動き ［推敲］読み手の立場に立つ  

第２学年 

4 人間のきずな 〔推敲〕表現の効果を考える  

8 表現を見つめる 
国語の学びを振り返ろう  

テーマを決めて話し合い、壁新聞を作る 
 

第３学年 4 状況の中で 〔推敲〕論理の展開を整える 
社会 

・戦争の終結 

 


